フィジー諸島ビチレブ島

ガリマーレ地域における地質構造発達史

地球科学研究室

指導　萩谷　宏　講師

0219026　------------

１．研究目的

フィジー諸島ビチレブ島ガリマーレ地域でのガリマーレ石灰岩はその資源価値が注目されている。今回の調査ではこの地域の野外地質調査（地質図・地質断面図・模式柱状図の作成）を中心とし、岩石の化学分析からも考察を加え、地質構造の発達の歴史を読み取ることを目的とする。

２．先行研究
【地質史】　フィジー諸島は古第三紀にその基盤が形成された。インドオーストラリアプレートに対する太平洋プレートの西方への沈み込みにより火山島弧が形成され（4000から2800万年前）、その地層の一部はYavuna層群としてビチレブ島西部で見られる。
続いて太平洋プレートの沈み込みが北西に変化し、この沈み込みによりLau-Tonga弧の上での火山活動が継続された。フィジーではこの期間に以前に形成された火山・堆積岩は折り重ねられ変形した。この期間（2800から1200万年前）の堆積物は、Wainimala層群と呼ばれる。
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そしてビチアス海溝での連続的な沈み込みの終了およびビチアス弧の最終的な分離が起こり、フィジーは左回りにビチアス海溝から遠ざかって回転し、現在のようになった（1200-700万年前）。
[image: image7.png]—

[ —




　　[image: image2.png]e,
& PACIHG
A Zaor PLATE





図a　40-75Maのプレートの位置　　　　　　図b　7Maのプレートの位置　　　　　　　　図c　現在のプレートの位置
３．調査結果・分析結果
【分析結果】　地質図Aでのルート③の安山岩を分析したが、分析の傾向としてFeに富まず岩石化学的にはカルクアルカリ系列に属する組成を持ち、島弧の火成活動に起源を持つものと考えられる。
【調査結果】　調査地は主に陸上堆積物である安山岩質角礫岩、石灰岩、砂岩（タービダイト）から構成される。地質図中のルート①～④観察結果を記す。

I）　ルート①④にはタービダイト層が広く分布しており、一部タービダイトの中に安山岩・石灰岩のレキが見られた。走行は北から東に30～50度、傾斜は20度～55度南に傾いており、ガリマーレ全域で南傾斜は共通する。つまり地質図の北側は南側の層よりも基本的には下位の層であり古い時期に堆積したと考えられる。また一部北傾斜している部分は褶曲よるものと考えられる。

II）　ルート②③では安山岩質角礫岩の上位に石灰岩（不整合関係）が見られ、②の約120m地点では不整合関係と思われる両者の境界が見られた。続いて境界は見られなかったがその南にはタービダイトが見られることから、石灰岩の上位にはタービダイトが堆積（整合関係）していると考えられ、また①のタービダイ本来は同じ地層であると推定される（図C参照）。

III）　ルート③の北部、タービダイトの分布の南側に安山岩が接しているように見える。これらが連続的に堆積するとは考えにくいので断層により接合していると考えられる。またメインのガリマーレ石灰岩は北側で切り立った断崖をなすが、これに連続する断層面を見ていると考えられる（図B参照）。
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図A　ガリマーレ地域の地質図　　　　　　　　　　　　　　　　　図B　地質断面図　　　　　　　　　　　　　図C　模式柱状図　　　　　　　
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４．考察

i）安山岩類　安山岩は薄片の観察及び化学組成より島弧火山であることが分かる。また岩相は淘汰が悪くレキの大きさも様々で陸成層と考えられ火山角礫岩である。安山岩以外のレキは見られないことから、その供給源となった陸域は安山岩だけでできていたと考えられる。
ii）石灰岩　石灰岩は安山岩質角礫岩の上位に見られ不整合関係にある。これは安山岩質の火山性堆積物からなる陸域が波により浸食され浅海の環境への変化を示し、この基底部にリーフが発達して石灰岩として堆積したことが分かる。

iii）砂岩（タービダイト）　石灰岩の最上部から砂岩にだんだんと変わっていることから、これらは整合関係にあると考えられる。リーフの石灰岩の堆積中及び堆積後、浅瀬から陸棚にだんだんと沈降しながら堆積したことを示す。タービダイトの中には安山岩のレキ、石灰岩のレキ、厚み10m程度の異地性石灰岩体が挟まれる場所も見られた。これは陸域や浅海域から深海に岩石及び岩体が滑り落ち同時堆積していたとも考えられる。
【まとめ】　2800から1200万年前のLau-Tonga弧の上での火山活動により安山岩質火山島弧が形成され、島弧は海の波に削られることでリーフの育つ浅瀬の環境を形成した。さんご礁が育ち、現在ガリマーレ石灰岩（厚さ100mから200m）として見られるほどに育ったと考えられる。島弧形成以降この地域は沈降し続け海底で砂岩は堆積した。
そして1200-700万年前にこの地域は2つの沈み込み帯に圧され、大規模な褶曲の結果隆起したと考えられ、その一部がガリマーレ地域に見られる褶曲部である。結果IIIで述べた断層は正断層であると考えられ隆起以降の応力場が関係している。
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